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高校生のインターネット上における
情報プライバシーの実態 1, 2

佐　藤　広　英（信州大学人文学部）　
太　幡　直　也（常磐大学人間科学部）

要　　　約

　本研究では，高校生のインターネット上における情報プライバシーの実態を検討した。高
校生６６３名を対象としたウェブ調査を実施し，インターネット版情報プライバシー尺度
（MPS-I）に回答するように求めた。その結果，以下の点が明らかとなった。具体的には，
⑴女性は男性よりも属性情報に対してプライバシーを感じる程度が低いこと，⑵学年間で情
報プライバシーに差はみられないこと，⑶他の世代と比較して，高校生は属性情報に対して
プライバシーを感じる程度が低いこと，⑷情報プライバシーとインターネット利用時間の間
には負の相関がみられること，がそれぞれ明らかとなった。

キーワード：情報プライバシー，高校生，インターネット

問　　　題

　情報化社会の進展およびインターネット（以下，ネット）の普及と共に，プライバシーへ
の関心が高まっている（総務省，２０１３）。プライバシーは自己に対する他者からのアクセス
の統制と定義される（Altman, 1975; Westin, 1967）。
　近年，SNS上での個人情報流出やプライバシー侵害など，高校生のプライバシーに関す
る問題が世間を賑わせている。例えば，マカフィー株式会社（２０１０）の調査では，高校生の
うちネット上で自分の写真を公開する者が２１．６％，名前を公開する者が１９．６％に及ぶことが
示されている。また，株式会社リビジェン（２０１３）の調査によると，１０代，２０代のスマート
フォンユーザーのうち３１．４％が“未成年の知人が飲酒や喫煙等の法律に反する行為をしてい
る様子がSNSに投稿されているのを見たことがある”と回答している。これらの調査は，
高校生を含む若年層と他の世代を比較したものではないものの，高校生は自分の情報に対す
るプライバシーへの意識が低く，その結果，公開してはいけない情報をも公開している可能
性が考えられる。

1 本研究は，財団法人電気通信普及財団平成２４年度研究調査助成を受けて実施された一連の研究の一つであ
る。本研究の一部は，日本パーソナリティ心理学会第２３回大会（山梨大学）において発表された。

2 本研究の実施にあたり，信州大学人文学部の有賀真由さん，西村玄矢さん，西尾麻子さん，矢島玲さん，
山本愛さん，吉村保奈美さんにご協力いただきました。記して感謝いたします。
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　以上の事例から，高校生のプライバシーの問題は，現代社会における重要な研究対象であ
ると考えられる。そこで，本研究では，高校生のネット上におけるプライバシーに着目する。
高校生のネット利用状況
　平成２５年度版情報通信白書（総務省，２０１３）によると，１３歳から１９歳までの若年層のネッ
ト利用率は９７．２％にのぼり，現在，高校生のほとんどすべてがネットを利用しているといえ
る。また，長野県教育委員会の調査では，高校生の９７％以上が自分専用の携帯電話・スマー
トフォンを所持していることが報告されている（長野県教育委員会，２０１３）。したがって，
高校生は自分専用の携帯電話・スマートフォンから常にネットを利用できる状況にあると考
えられる。
　さらに，高校生のネット上におけるさまざまな問題行動やトラブル・被害の実態も報告さ
れている。内閣府（２０１４）の平成２５年度青少年のインターネット利用環境実態調査によると，
高校生の５７．３％がネット上で問題行動を行った経験やトラブルに巻き込まれた経験があると
される。具体的には，“ネットにのめりこんで勉強に集中できなかったり，睡眠不足になっ
た”経験が２０．７％，“SNSサイトに自分や他人の情報を書き込んだ”経験が６．６％，“悪口や
嫌がらせのメールをしたり，書き込みをしたことがある”経験が０．８％などである。
　このように，高校生における問題行動やトラブル・被害に関する実態調査は行われている。
一方，高校生のネット上におけるプライバシーに焦点をあてた研究はみられないのが現状で
ある。
プライバシーに関する研究
　プライバシーに関する代表的な研究として，個人がプライバシーを確保された状況を志向
する程度（プライバシー志向性）に焦点をあてた研究が挙げられる（岩田，１９８７；
Marshall, 1972；吉田・溝上，１９９６）。例えば，Marshall（１９７２）は，プライバシーを志向す
る程度を，“親密性”，“近所づきあいの無さ”，“閑居”，“独居”，“匿名性”，“遠慮期待”の
六つの下位因子から測定する尺度を作成している。プライバシー志向性に関する研究は，一
人でいたいと思う程度といったプライベートな環境への志向性に焦点をあてている点が特徴
である。
　一方，情報テクノロジーの進展を受け，情報プライバシー，すなわち個人情報を他者に伝
達することを統制しようと思う程度に焦点をあてた研究が近年増加している。そして，情報
プライバシーの個人差を測定する尺度が開発されている（e.g.,佐藤・太幡，２０１３，印刷中）。
例えば，佐藤・太幡（２０１３）は，プライバシーが問題となるネット場面に焦点をあてたネッ
ト版プライバシー次元尺度（Multi-dimensional Privacy Scale for Internet users；以下，MPS-I）
を開発している。MPS-Iは，ネット上における情報プライバシーを，自伝的情報（e.g.,過去
の出来事），属性情報（e.g.,性別），識別情報（e.g.,名前），暗証情報（e.g.,銀行口座番号）
の四次元に分けて測定するものである。
　前述の通り，これまで高校生の情報プライバシーに着目した研究は行われていない。自分
の名前や連絡先などの情報を調べることが容易になった現代において，情報プライバシーが
人々の思考や態度，行動の決定に与える影響は次第に大きくなると予想される。したがって，
今後高校生が情報化社会を安全に生き抜くためには，情報プライバシーに焦点を当てた研究
が必要となると考えられる。
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本研究の概要
　本研究では，高校生の情報プライバシーの実態を明らかにすることを目的とし，次の四つ
を検討していく。
　第一に，情報プライバシーの性差である。一般成人を対象に情報プライバシーの実態を検
討した佐藤（２０１１）によると，女性は男性よりもリスク認知が高いため，情報プライバシー
を高く有しているとされる。したがって，高校生においても同様の結果が得られるものと予
測される。
　第二に，情報プライバシーの学年差である。情報プライバシーは，教科“情報”における
情報モラル教育と関連すると考えられる。一般財団法人コンピューター教育推進センター
（２０１２）によると，高等学校において，教科“情報”が開講される学年は学校によって異な
るが，多くの学校では１年次に実施されているとされる。したがって，情報プライバシーは
全学年において同程度であると予測される。
　第三に，高校生と他の世代の情報プライバシーの比較である。前述のマカフィー株式会社
（２０１０）の調査や株式会社リビジェン（２０１３）の調査を踏まえると，高校生の情報プライバ
シーは，他の年代と比較して低い可能性が考えられる。一方，教科“情報”における情報モ
ラル教育の効果により，高校生の情報プライバシーは他の世代と同程度である可能性も考え
られる。
　第四に，情報プライバシーとネット利用時間との関連である。一般成人を対象に情報プラ
イバシーの実態を検討した佐藤（２０１１）の調査では，一日あたりのネット利用時間が多い者
ほど自伝的情報に対するプライバシーが低いことが示されている。この結果について，佐藤
（２０１１）は，ネット利用時間が多いほど，自伝的な自己情報を他者に公開する経験が多く，
その結果，自伝的情報に対するプライバシーが低くなった可能性を指摘している。この指摘
を踏まえると，高校生においても，ネット利用時間が多いほど，情報プライバシーが低い傾
向にあると予測される。

方　　　法

調査対象者
　調査会社クロス・マーケティング社に委託し，クローズド型ウェブ調査を実施した。高校
生８００名（男性４００名，女性４００名）から回答を収集した。同一番号への回答が全質問項目の
９０％を超えるデータを削除し，最終的に６６３名（男性３１３名，女性３５０名，１年生１１４名，２年
生２４９名，３年生３００名，平均年齢１７．０１歳，SD＝０．８４）を分析対象とした。また，世代間比
較のためのデータとして，佐藤・太幡（２０１３）のネット利用者１，０３６名（１８歳以上６０歳未満）
のデータを用いた。
調査時期
　２０１３年１２月に実施した。
調査内容
　情報プライバシーの測定のため，佐藤・太幡（２０１３）のMPS-Iを用いた。２６項目の自己
情報それぞれについて，ネット上の匿名な不特定多数の人に対してどのくらい知られたくな
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いと感じるかを４件法（１。知られてもよい，２。どちらかというと知られてもよい，３。
どちらかというと知られたくない，４。知られたくない）で尋ねた。また，ネット利用時間
について，平日におけるパソコンでのネット利用時間，携帯電話（スマートフォンを含む）
でのネット利用時間，休日におけるパソコンでのネット利用時間，携帯電話でのネット利用
時間をそれぞれ尋ねた。“３０分未満”，“３０分以上１時間未満”，“１時間以上２時間未満”，
“２時間以上３時間未満”，“３時間以上”のいずれかを選択させた。その他，デモグラ
フィック変数（性別，年齢，学年，居住都道府県など）についても尋ねた。

結　　　果

情報プライバシーの基礎集計
　MPS-I各因子を構成する項目の得点を合計し，項目数で除した値を各因子の得点とした。
MPS-Iの各項目および因子ごとの平均値および標準偏差をTable 1に示した。MPS-Iの各因
子の得点の平均値をみると，暗証情報の得点が最も高く，続いて識別情報，自伝的情報，属
性情報の順に得点が高かった。なお，MPS-Iの各因子のクロンバックのα係数は，自伝的情
報α＝．９１，属性情報α＝．９１，識別情報α＝．７４，暗証情報α＝．８０であり，十分な内的整
合性が確認された。

情報プライバシーの性差
　回答者の性別ごとのMPS-I各因子の平均値と標準偏差をTable 2に示した。回答者の性別
を独立変数，MPS-I各因子の得点を従属変数とする分散分析を行った。その結果，属性情報
においてのみ有意差がみられた（F（１，６６１）＝７．０８，p < ．０１）。すなわち，女性は男性よりも

Table 1　MPS-I各項目および因子ごとの平均値および標準偏差
SDMean項目SDMean項目
０．９０２．６３属性情報０．６５３．３５自伝的情報
１．１３２．６７　出身地０．７７３．５７　性的なこと
１．１４２．８４　恋人の有無０．８８３．３１　悩み事
１．１５２．１４　趣味０．８８３．３５　過去の出来事
１．２１２．２９　血液型１．０４３．１４　過去の恋愛
１．２４２．２０　性別１．０３３．２４　病歴
０．９９３．２４　家族構成０．９２３．３３　生い立ち
１．０８２．９３　生年月日，年齢０．８２３．４４　買い物の履歴
１．２０２．７７　職業０．９５３．２５　普段の生活パターン
０．４９３．６８識別情報０．８６３．４０　友人関係
０．７２３．６４　本名１．０５３．１３　思想信条
０．７８３．５５　学校名０．６０３．７３　閲覧したサイトの履歴
０．６５３．６９　容姿，顔写真
０．４６３．８５　住所
０．２３３．９５暗証情報
０．２４３．９６　クレジットカードの番号
０．３２３．９４　銀行の口座番号
０．２５３．９６　暗証番号，パスワード
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属性情報の得点が低かった。一方，自伝的情報，識別情報，暗証情報では差はみられなかっ
た（Fs < ２．００，n.s.）。

情報プライバシーの学年差
　回答者の学年ごとのMPS-I各因子の平均値と標準偏差をTable 3に示した。回答者の学年
を独立変数，MPS-I各因子の得点を従属変数とする分散分析を行った。その結果，すべての
因子において有意差はみられなかった（Fs < ２．００，n.s.）。

情報プライバシーの世代差
　佐藤・太幡（２０１３）の１８歳以上６０歳未満のネット利用者１，０３６名の情報プライバシーを測
定したデータを，２０代以下，３０代，４０代，５０代以上に分割し，比較対象として用いた。各世
代におけるMPS-I各因子の平均値と標準偏差をTable 4に示した。世代を独立変数，MPS-I
各因子の得点を従属変数とする分散分析を行った。その結果，属性情報（F（４，１６９４）＝７．０２，
p < ．００１）および識別情報（F（４，１６９４）＝６．１８，p < ．００１）において有意差がみられた。多重
比較（TukeyのHSD法）の結果，属性情報では高校生の得点が３０代，４０代と比べて低いこ
と，識別情報では５０代以上の得点が他の世代と比べて低いことが明らかとなった。

 

Table 2　性別ごとのMPS-Iの各因子の平均値と標準偏差

性別
女性男性

SDMeanSDMean
０．６２３．３６０．６９３．３５自伝的情報
０．９０２．５５０．８９２．７３属性情報
０．４６３．７１０．５３３．６６識別情報
０．２３３．９６０．２３３．９５暗証情報

Table 3　学年ごとのMPS-Iの各因子の平均値と標準偏差
学年

３年生２年生１年生
SDMeanSDMeanSDMean
０．６７３．３５０．６４３．３４０．６４３．３８自伝的情報
０．９１２．６５０．８９２．５９０．９０２．６８属性情報
０．５０３．６８０．５３３．６６０．４０３．７５識別情報
０．２２３．９６０．２３３．９６０．２４３．９３暗証情報

Table 4　各世代におけるMPS-Iの平均値と標準偏差

F-value
５０代以上
n＝１７０

４０代
n＝３０７

３０代
n＝３９０

２０代以下
n＝１６９

高校生
n＝６６３

SDMeanSDMeanSDMeanSDMeanSDMean
２．１１　　０．６７３．３２　０．５９３．４４　０．６９３．３１　０．６８３．３０　０．６５３．３５　自伝的情報
７．０２＊＊＊０．８２２．８３　０．７７２．９１ｂ０．８４２．８３ｂ０．８２２．６９　０．９０２．６４ａ属性情報
６．１８＊＊＊０．６５３．５１ａ０．４８３．７１ｂ０．４８３．７２ｂ０．４１３．７４ｂ０．４９３．６８ｂ識別情報
０．４２　　０．１７３．９７　０．１４３．９７　０．１６３．９６　０．２０３．９６　０．２３３．９５　暗証情報

注：多重比較の結果，異なるアルファベット間に有意差がみられた（p < ．０１）。
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情報プライバシーとネット利用時間の関連
　ネット利用時間の各項目における回答の割合をFigure 1に示した。ネット利用時間の各項
目を間隔尺度とみなし，数値（１～５点）が大きいほど利用時間が長くなるようコード化し，
平日・休日それぞれのパソコンでのネット利用時間と携帯電話でのネット利用時間を合計し
たもの（平日ネット利用時間，休日ネット利用時間）を分析に用いた。情報プライバシー各
因子の得点と，平日・休日ネット利用時間の相関係数を算出した（Table 5）。その結果，平
日ネット利用時間，休日ネット利用時間共に，自伝的情報および属性情報との間に有意な負
の相関，休日ネット利用時間のみ識別情報との間に有意な負の相関が得られた。すなわち，
ネット利用時間が多い者ほどこれらの情報プライバシーの程度が低いことが示された。

考　　　察

　本研究の目的は，高校生の情報プライバシーの実態について，性差，学年差，世代差，
ネット利用時間との関連の観点から検討することであった。本研究で得られた結果について
考察する。
高校生のネット上における情報プライバシーの実態
　第一に，高校生のネット上における情報プライバシーの性差を検討した結果，女性は男性
よりも属性情報の得点が低かった。すなわち，女性は男性よりも属性情報に対してプライバ
シーを感じる程度が低いことが明らかとなった。これは，一般成人を対象とした佐藤

Figure 1　ネット利用時間の各項目における回答の割合（％）

Table 5　MPS-Iとネット利用時間の相関係数（N＝ ６６３）

休日ネット
利用時間

平日ネット
利用時間

－．１７＊＊＊－．１３＊＊　自伝的情報
－．２１＊＊＊－．１８＊＊＊属性情報
－．１１＊＊　－．０８　　識別情報
－．０５　　－．０３　　暗証情報
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（２０１１）とは異なる結果であり，高校生のネット利用形態の性差が影響した可能性が考えら
れる。総務省情報通信政策研究所（２０１４）によると，高校生において，女性は男性よりも
ソーシャルメディアを利用する割合が多く，特に他者とのコミュニケーション目的での利用
が多いとされる。ソーシャルメディア上のコミュニケーションにおいては，性別・年代など
の属性情報を公開することが多いため，その結果，女性は男性よりも属性情報に対してプラ
イバシーを感じる程度が低かった可能性が考えられる。一方，自伝的情報，識別情報，暗証
情報においては性差がみられなかった。このような結果が得られた理由として，高校生にお
いては男女間で情報公開によるリスク認知に差がないことが結果に反映された可能性が考え
られる。
　第二に，高校生における情報プライバシーの学年差を検討した結果，学年間に差はみられ
なかった。これは，学校生活における情報モラル教育によって，情報プライバシーがすべて
の学年で同程度であったことが結果に反映された可能性が考えられる。ただし，情報モラル
教育によって情報プライバシーが変化しなかった可能性も考えられるだろう。今後は，情報
モラル教育によって情報プライバシーが変化するか否かについても詳細に検討する必要があ
ると考えられる。
　第三に，高校生と他の世代の情報プライバシーを比較した結果，高校生は３０代，４０代と比
べて属性情報の得点が低かった。すなわち，高校生は他の世代よりも属性情報に対してプラ
イバシーを感じる程度が低いことが明らかとなった。これは，ネットを他者とのコミュニ
ケーション目的に利用する割合が多いという高校生の特徴（総務省情報通信政策研究所，
２０１４）をあらわしていると考えられる。前述の通り，ソーシャルメディアなどネット上のコ
ミュニケーションにおいては，性別・年代などの属性情報を公開することが多い。他者との
コミュニケーション目的での利用の結果，属性情報に対してプライバシーを感じにくくなっ
た可能性が考えられる。一方，自伝的情報，識別情報，暗証情報においては高校生と他の世
代との間に差はみられなかった。これは，ネット利用経験の少ない高校生であっても，情報
モラル教育によって，情報プライバシーは他の世代と同程度になった可能性が考えられる。
なお，本研究の主眼とは異なるが，識別情報においては，５０代以上の得点が他の年代に比べ
て低かった。識別情報へのプライバシーは犯罪被害経験と関連することが報告されているこ
とから（佐藤，２０１１），高齢者の識別情報へのプライバシーの低さについて，今後検討する
必要があると考えられる。
　第四に，情報プライバシーとネット利用時間の間には負の相関があり，ネット利用時間が
多い者ほど情報プライバシーが低いことが示された。一般成人を対象とした佐藤（２０１１）で
は，自伝的情報のみこの傾向がみられたものの，本研究では属性情報，識別情報においても
関連が示された。これは，ネット利用時間が多いほど，対人コミュニケーションにおいて多
くの情報を公開する経験が多く，その結果，これらの情報プライバシーが低くなった可能性
が考えられる。特に，前述の通り高校生では他者とのコミュニケーション目的でのネット利
用が多いと考えられるため，自伝的情報だけでなく他の情報においても関連がみられたと推
察される。
本研究の貢献と今後の展望
　本研究の貢献として，従来研究対象とされていなかった高校生のネット上における情報プ
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ライバシーの実態を明らかにした点が挙げられる。特に，高校生は他の世代よりも属性情報
に対してプライバシーを感じる程度が低いことが示された。したがって，ネットを他者との
コミュニケーション目的に利用する割合の多いとされる高校生（c.f.総務省情報通信政策研
究所，２０１４）の情報プライバシーの特徴が示されたと考えられる。
　一方，属性情報以外の側面においては高校生と他の世代との間に差はみられなかった。近
年，高校生のネット上におけるさまざまな問題行動やトラブル・被害が報告されているもの
の（e.g.,内閣府，２０１４），情報プライバシーという観点では，比較的情報公開によるリスク
が低いとされる属性情報（c.f.佐藤・太幡，２０１４）を除いて，高校生と他の世代の間に差は
示されなかった。したがって，情報プライバシーの低さに起因する問題行動やトラブル・被
害が，高校生のみにおいて多いとはいえないと考えられる。
　ただし，本研究は調査会社のモニタに登録された高校生のみを対象とした調査であり，高
校生のうちネットを比較的多く利用している層を対象としたことが結果に影響を及ぼしてい
る可能性も考えられる。ネットを多く利用している層においては他の世代との間に差はない
ものの，ネットをあまり利用していない層においては，情報モラル教育において学んだこと
を活用する機会が少ないため，情報プライバシーが低い可能性も考えられる。今後は，ネッ
トをあまり利用していない層も含めて，高校生における情報プライバシーの特徴を探る必要
があるだろう。
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school students
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Abstracts

　　The present study investigated the characteristics of information privacy on the Internet among 
Japanese high school students. A web-based survey was conducted for 663 students. The students 
completed a questionnaire contained the Multi-dimensional Privacy Scale for Internet users (MPS-I）
. Results indicated that (1) female students were less concerned about their privacy for demographic 
information than male students, (2) there were no differences in the information privacy between 
each grade, (3) high school students were less concerned about their privacy for demographic 
information than other generations, and (4) the information privacy was nagetively correlated with 
the amount of time they spend on the Internet.
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